
ナクネ油粕のオートクレーブ処理と  

鶏雛の発育忙与える影響について  

江戸川分場   

聖徳短大学姜研究室  

iタネ加納碑物蛋白賀餅として知られ組螢自賛含菰は30－35痴である。わが国では在米メ云ネ  

はBraSSjca．Ca・npeStri9ノか戴増されていた申，近年になってB．nups（7ルセンチン系）九  

ナダ産か輸入され，収境の多いこの二系統が拡まりつゝある。然し次に述べる蛮性か強いノ）でB．，C，覆n騨8trj金  

の改良托竃点がおかれ愚近はほとんどらの系統たといわれているが，蛮性は低いとはいえ除番の手段を清  

ずることか必須痛件であろうと思われるこ。   

ナタネ和の瑚料督頭としての利用を胱ゞむ習蘭として，甲状取注脚勿薯か含有され，その主要切質の  

○】【ayOlidinethjoneほ前腕体として＝＝oR－1ucl）Sireの形で含まれ，これをオ∽トクレ 

処理することにより配戚体fhil用JucOgi両ほ完令托破壊され，本油柏の風味も改毒され，嗜好他の  

向上，消化率の改車をもたらし．且つ処刑把よる乾物の蔽少も少ないので効果的な方法であると考える。   

然しこのり＝＝＝roFenic．S甘地の撃因，種子に含まれる魚自負分解抑制因子（prt）teaSe  

仁nhjIitor）＝の存在による有春作用モあるとの説もある。雛の発育に及はす生長駒室の例としては，  

Pe亡tit（1944Sci．Agr．）はひな育碩飼料中肉粉の代用として飼料の14肇な混入したと針は影  

硝かなかったが，三20喀に上げを与老しい成長蘭書と，六い孔ひな㌻が出た。   

Komdra（1も48Sci．須木）7週ひな忙10珍－サタネ柏と3．75努の肉粉では成長減退な示した  
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7．5褒の軌分iっ珍魚顔，2努の脱脂鰯でほ正常であったと報じている。（荘．ひま  

タネ抽柏と同魂甲状敵腹膜性物質かあり次のような成析があるn  

・ひまわヴ袖柏と甲状腺胞液状済  

か．2健ナタネ粕   

わりの油粕中にも  

＼ 
庵合比  

稗軸   

七面鳥ひな   2た∴  3．2鰭  4．8侶  

魂  ひな   3．6倍  5、3熔  7．1侶  ■8．々   

Turn＝巳er（p（〉u】．sci1948）  

オートクレーブ些理か・以上の間舶？いての総離柏除塵痢糞力テあやかどうかを確・志するため・その  

発育歌麿な≡ミl∃査Lた。  

（1）供試材料  

同一椎同一ロットの馳内鐘Bras8ica・ 

（圧油粕，［」本油棚株式会社千兼工場應）を大々120】U，100分イB，▲1aPu8），100‾u，  

一色35－   



100分（B．canpeさtr5日）オートクレーブ処理したものを処理柏として供試した。  

（2）給5飼料ゐ配合  

N．R．C接準により幼雛用基礎配合傾斜のうち，大豆柏なナクネ粕におきかえ，ナクネ油粕の投  

与な20随に達する」［う忙した。然Lナタネ粕lま租政経含盛が向く，アミノ白変組観ではリチノか欠乏   

していそので，牛脂とリヂシを添加した。  

新一泰 治与飼料自己合黄  

配合割合（浄）  
＝ーニ／トロ⊥Jル匪  ナクネ柏区  配 合 材 料  

∴？パ■】  

黄色ト≧り塵ロコン  

′ト j表 三  

大 豆拍  

ナクネ柏．  

魚  こ粉   

牛  脂   

メチオリ ン  

リ ノ ／   

炭酸カルシウキ．  

リン酸第二石灰   

食   塩   

※ ミ ネ■ラル及  
ビ タ ミ ン′   

4 5，5  

】1こ0．0  

10．0   

、■ ■2；0．0  

10．0  

＝ 0．5  

0．l  

ニ ノ0．】  

1．5  

1．5  

0．5  

0．3  

生産エネルギー（Cal）  

租貪白賀（感）  

10 3 2  

21．1   

（計算値）  

滋VA 440n Oiu  

VD3 2000 ju   

dl－－＋一ゲ ートコフェリー7セテート250nlF  

D．B．T．290Ing  

V82 2000mg   

ニコチン鹸 4001n只  

央  朗 100m尺  

ノくソトテイ／竣 545mg   
カルシウム  

コリニ／タロライド 5000mg   

V812  1■1m穴  

Cu  3111n只   

Fe   3010口IR   

2u  lO相川   

Co  10tn胃   

Mu   8300mF   



（3）供試ひな  

蓄試江戸川分j豪産ロードホーン（パーメン∴ダー－ロード×ブレンダー白レク）の雄ひな60羽を村井   

一式ブルーダーて14日まで保温肯崩し，以後総平均体重に近いものから50羽な，1q軍ウ？亭区忙   

分ち，15日令から疾温宵槙ケージに収容し，摘週毎に体範測定，飼料涙敏壷拝承，35弓令（武威   

画料切辞21日後）49日令（35日後）咋解体して甲状腺，座職等の憶炭な測った。  

（4）試奴胡l占】6月14日から7月19日迄（5月31日発生のひな使用）  

缶2表 成脅就披成穣  

迎合  
区分   。ント。→履l  無処理  オートクレー7■処理  無 処 建  オートクレTフ処斑．     nupu9匪  nupus区  Caln鱒9tris区  ‖l‖ ■■こ  ：   

実倹開始時  
ご  125．5   12 7．4   13l．6   l豆7、2   12 6．1   

壇体宛（平均）   7 8，6   51．6   7 5．3   80．0   7 5．9   

：‡ ざ塾 令   Z O 4.11 17 9．0   Z O 7. 9 2革7．2   2 0 2＿0   

増体放 88，1  6 7．ら   7 6．8   定8．1   9：】1   

4 過 令 ⊆ 292．2  2 4 6．6   冨  284・5   2 8 5．3   2 9 5．1   

姻 体 二道   101．4   8 0．3  ！   96．2   12 0．1   117．1   

5 週 令   3 9 3．6   3 2 6－9   3 80．7   4 0 5．3   412．2   

12 2，4   体   12 7．8   1ゎし9．4   

516．0  53 3．2   5 21．6   

111．1   6 2．1   増＋擁 二号琵     所         6 ＝嵐＋令              壇 体 鼓  10 8．ら           7 迎 合  62 4．6    ー 】   6 4 4．こ   5 8 3．7  

‘／  

ー237▼   



毎 2衷のグラフ区i  

U－N－C‥．   

A－Ⅳ－C．‖   

A－C－C．‥   

U－C－C．‥‥  

鋪摘即規napus底   

オートクレーブ処‡覿uapu8区  

オートクレーブ処j立！Caml）eStris区  

無処建Campestrj8区   



雛3表 甲状巌等の垂飼   

臓器  甲状倣   比体韮   畢 丸  比休養  座  滅  比体重  棚   考   区分  

コントロール   30．8   5．0   1555   24．d   2・2   0．34   7過令時   

U【N－C   162．0   50．5   62．9   18．8   1．7   0．51   
過今時   

A－N－C   24．1   6．3   72．8   18．8   1＿7   0．48   

U－C－C   65．8   10．3   155．7   23－9   2．2   0．34   
7過今時   

A＿C－C   34．7   59   1卜i．1  19，4   2．0   0．34   

（5）実板紙裁と考察  

（1）月．naPuS油粕の授与の1賂合  

R．naPuS脱胎ミールを15日～35日令のひなに与えた績兼，姓処理区は著しい甲状頗肥大  

か認められ，亦璃体笹においても対照ば常廿新して軒ま弟（1艶）かあったが㌧オートクレ【ブ処  

烈区は甲頼酸化大も料とめられず，触木量も有意の差かなかった。  

（2）持．Ca－nPeStrjs油粕の章与の場合  

如処ポ呈区ほB．naPuS区の場合より比成約軽傲であるか．甲状仮について有意な枇大かi認めち  

れたが，処f空区紅は認められない。ユ衰体；直こついては7過令時起に凶司の有意叢iよ戸j√gめられr〔かつ  

た。戯してB．napusL主に比べて発育を工よかった。  

＜統計処蟻＞  

ロ．napuS比と対照区の試城【詞始時（2ま壁令時）から5蓑搾汗げ痛頼轟宰ついてF憐荘，最′ト  

有感検定を持った結束，イクこの蘭保かJ戊立  

対照区と建直庭塙 】婆で有数差′〔し  

〃 と未処上到∠間  あり  

処理起と未処二蝮凶呂j  あウ  

B．ca汀IPe＄lris【皇とでは，2組合埠から7過令f堵追の梢佐■量托ついて有意走化なかった。  

也し甲摂政証釦こついては1肇でイす葱差を注さめた。  

（6）集約   

川 ナクネ拍紬の轟性政去についてオートクレービングの劫火は楽しいことかわかった。  

（2）国内たナタネ（n．napus）は飼料K触処脚〕まゝ20断崖人すると発育把慈影額かあるが，   

∫ カナダ厘（J‘ぅ．cal∫1peSt ris）のものは形跡よないと思われる。  

（3）両品柑のナタネ抽ぬ共オートクレービングすると甲状触の肥大ほ認められない〔   


